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＜連絡事項＞

· 本日17時半より法人研修あり。（テーマ：「医療倫理」　講師：船木昭夫教授）

· 2/14（木）15時より、大久保康弘様のケース会議予定。（場所：旧デイケア室）

＜外来情報＞

· 大久保律子様～特に変わりないとのこと。吐き気止めを継続処方している。

· 横町　浩　様～「時々ボーッとすることがある。散歩はしている。今の体重は90kg台だ。」と話さ

れる。来月、法事の為、福地の親戚宅へ行くとのこと。

· 久保　興介様～「昨日から吐き気があるけど、今朝の朝食は食べる事が出来た。」と話される。

· 田名部一樹様～「混んだバスの中で、学生の声がうるさくてイライラしたけど、寝て起きたらスッ

キリしてた。」と話す。自宅にて、豚のしょうが焼きや味噌汁など、料理を行っているとのこと。

· 関　秀治　様～GHにて、自身の当番であった水抜きの仕事を他者が行っているのをみて「なんで

だろう。」と思っていたが、最近は気にならないという。仕事中、いらないことを考えることはあるが、スピードは変わりないとのこと。先日家族より電話があった際、たまには戻ってくるよう言われたとのことで、「今週末外泊予定です。」と話される。

· 関口　禅　様～「疲れている。デイケアだけの疲れじゃない。」と話される。デイケアでは、人付

き合いや体力的に疲れるとのこと。

· 伊藤　雄一様～左足の腫れの件で、2/6おくでら整形外科受診し、軟膏処方になったことを報告さ

れる。また、以前罹患した椎間板ヘルニアを診てもらいたいとの希望あるが、症状がないのであれば、今は必要ないのではとの説明に納得されている。また、「リスパダールは神経を刺激する作用があるんでしょ？神経を刺激されるのは困る。」との話が聞かれている。

＜利用者様情報＞

· 大久保律子様～本人の第一連絡先となっている夫様の携帯電話の番号が変更になったと報告あり。

また、本日来所した際「休むときには連絡すればいいんでしょ？じゃ、来るときは？」との質問あり、来所時間が10時を過ぎる場合には連絡をいれること、欠席時の連絡も10時までに行うことを説明している。

· 関口　禅　様～昨日、疲労感顕著にみられており、声掛けに対し「対人関係に疲れている。」との

返答あり。詳細を尋ねると、帰宅時にバス停にて鈴木恵美子様より大きな声でバイバイと挨拶されることや、デイナイトケアの其田様がデイケアメンバーと話している様子が自分のことを話している気がしており、自分に話し掛けられるのも嫌とのこと。ストレスがたまらないよう、適宜休養をとるよう促している。

· 川口八寿子様～頭痛による眼科受診のため、遅刻してこられる。受診結果は、ドライアイと老眼の

進行とのこと。CTをとりたいとの希望きかれており、どうしても我慢ができなければ、明日外来受診し、CTをとってもらうという。

· 横山　耕生様～朝、本田様と共に一旦来所されるが、本田様が青山荘へ戻り昼に再来所することを

聞くと「自分も戻って、昼に来ます。」と話す。青山荘職員と相談して決めるよう促すが「行き来するのが面倒。電話をかけるのは、お金がもったいない。青山荘に聞きにきてくれればいいでしょ。」といい、青山荘へ戻っている。昼食後、表情良く過ごしており、自ら食器等の片付けを手伝っている。

· 北嶋　剛　様～昨日電話連絡あり。「冬の間は休みたい。１月から母に糖尿病食を作ってもらって

食べていたら、3.5kg痩せた。」と話される。

· 森　彩子　様～昨日、本人の金銭管理について面談実施。
　　　　　　～現在の状況～
　　　　　・現在の生活費（3万5千円）では足りず、細越様（幸房利用者）より1万2～3千円
　　　　　　ほど借金あり。細越様が自宅へ遊びに来る際に持参した食料品の金額も合わせると
　　　　　　3万円を超えているという。⇒２月以降の年金で３回に分けて返済予定とのこと。

　　　　　　　・暖房費の捻出も困難なため、細越様宅へ何度も泊まりにいくことがあった。
　　　　　　　　２月に泊まりに行った際、「抱きたいと思った。」と言われたことで、怖くなり、
　　　　　　　　最近は行っていないが、交友関係は保ちたい。
　　　　　　　　⇒交友関係維持の為、借金を返済する必要性があることを説明すると納得。しかし、
　　　　　　　　「一度返済しようと思って6千円を渡したら、『そんなに潔癖になりたいか』って怒
　　　　　　　　鳴られて怖かった」という。

　　　　　　　・上記内容について悩んでいたことで、1月より不正出血が続いているとのこと。

～社協の間山様（金銭管理担当）より～

　　　　　　　・今回の件については初耳だったとのこと。

　　　　　　　・「月6万円を渡しており、本人より特に相談がない為、やりくり出来ているものと
考えていた。15日に年金を渡す予定であったので、その際に詳細を確認してみます。」とのこと。

· 袴田　隆裕様～13時より青明舎にて就労に向けた今後の動きについて話し合っている。

　　　　　　　　下田のパセリー菜を見学予定。
日程は未定。（来週先方へ確認した後、本人へ青明舎より直接連絡）
　⇒来週水曜の夕方までに、本人が青明舎へ履歴書を持参することとなる。

　　　　　　　　～青明舎より～

　　　　　　　　・眠れない事があることから、生活リズムを安定させるように。

　　　　　　　　・就労については、全て青明舎と本人間で直接連絡をとりあう。

　　　　　　（就労に関する電話は8～17時は活動室、17時以降は青山荘内の青明舎電話にかける）

＜事例検討＞

上岩　英治様（63）　病名：統合失調症　合併症：糖尿病

～治療計画～

①プログラムに参加でき、コミュニケーションが拡大され気分変調が改善されるよう、プログラムを通じて援助していく。

②上岩様のペースを大切にしながら、コミュニケーションをとり、信頼関係を構築する。

～現在の状況～

・独語頻回に聞かれるが、他者とトラブルになることはない。

⇒他者より「あの人怖い」などの苦情は聞かれるが、本人へ直接話すことはない。

　・以前は整容面に問題見られたが、衣類の汚れなどについて指摘すると、翌日には改善されている。

　・プログラムの参加態度は、内容により集中していることもあれば、閉眼されていることもある。

　・病識は薄い様子。また、自己評価の高さもみられる。

～今後の支援～

　・他者が本人の独語を気にしている場合には、トラブルにならないよう、職員が介入していく。

・周りからどのようにみられているのかを認識していただくよう、必要時に声がけを行う。

＜青明舎より＞

· 赤坂　順市様～最近の通所状況についての確認。

　　　　　　　　⇒週に１度程のペースで欠席される。（理由は外食や散髪など）

· 関口　禅　様～煙草を吸うなど、生活に変化が見られる為、今後本人の変化がみられた場合には、

青明舎へ情報提供を行う。










